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(No.679) 第5話 コロナ禍の喫煙所 

－コロナ禍で職場や公共施設の喫煙所が減って... 

 新型コロナの感染拡大とその予防対策のため、私たちの生活様式は少なか

らず変化しました。上図は、ある会社の商品紹介サイトに掲載されている、

そんな変化の一例です。このサイトでは、コロナの影響で喫煙所が少なくな

り待ち時間が増え、時間やスペースのロスが増えているうえ、密集して感染

リスクも高くなっていると指摘し、そんな課題を解決するためのサービスを

提案しています。 

 実際、都会のオフィスビルでは写真のように喫煙室に入るために行列がで

きているようです。コロナ禍においては、タバコを吸うために、こんなに労

力が必要になっているのです。 

(No.680) 第6話 Withoutタバコ 

－「Withコロナ」時代は「Withoutタバコ」の生活が望まれる時代... 

  新型コロナウイルス（COVID-19）が人間社会に登場してから約１年半が経

過しました。日本における今までの感染者は約１７０万人、死者は約１万８

千人にのぼっています。この状況に対応するため厚生労働省では感染者の情

報を把握管理する仕組み（HER-SYS）を整備して治療・療養の支援を行って

います。 

 左の表は、そのシステムで収集された情報をもとに、感染すると重症化す

るとみられる要因別の死亡率をまとめたものです。重症化リスクを一つも

持っていなくて死亡する人は0.41%だったそうです。だから、たとえば喫煙

習慣がある人の0.99％は、その２倍以上もあり死亡率は２倍高いと言えま

す。 

(No.681) 第7話 加熱式タバコも有害 

－加熱式タバコや電子タバコという文字を目にする機会が増えて... 

  タバコと言えば、ライターで火をつけて吸うものでしたが、数年前に燃や

さずに吸える新型タバコが登場して以来、利用者は増加しました。新型タバ

コにはたばこの葉を使用する”加熱式タバコ”と使用しない”電子タバコ”

があります。日本では薬事法で溶液にニコチンを入れる事が禁止されている

ので電子タバコにはニコチンが含まれていません。だから世間の喫煙者が使

用しているのは、加熱式タバコがほとんどです。 

(No.682) 第8話 そんな事はありえない 

－喫煙率の低下に伴いタバコの販売数も減少して... 

  全国でタバコは年間どのくらい販売されているでしょうか。左のグラフは

年度ごとの販売量を表したグラフです。今から３５年前の１９９６年には

「３４８３」という数字が記されています。これはこの年に３４８３億本も

売れたという事なのです。ちょっとイメージできないぐらい膨大な数字です

が、仮に日本の人口約１億人全員がタバコを買ったとすると一人あたり３４

８３本になる計算です。 

 しかし、時代が移りタバコの有害性が広く知られるようになるに連れ、ど

んどん販売量は減り昨年は３５年前の1/3 以下 にまで減少しました... 
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